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↑館林市で広報を担当するお姉さんと、
お互いの広報誌について話しました。市
や町によって中身が違うんですね

↑この日は広報おうら11月号の発行日
で、私も配布を手伝いました。「重い」な
んて言ってたら仕事になりません

↑毎月１回発行の広報誌が、行政区の
区長さんの協力によって、各家庭に届
いていることを知りました

皆さんの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を
「広報おうら」編集部まで、お気軽にお寄せください。Ｇ47-5007

邑	楽中学校２年生　職場体験学習

10月30日から2日間、邑楽
中2年生の職場体験学習が行われま

した。153人が町内外56か所の事業所など
で活動し、働くことの意義や社会生活のルール、
マナーを学習。日頃、接することの少ない社会を通
じて、大人への第一歩を踏み出しました。役場企画
課広報広聴係には神山優

ゆうり

里さん（明野・34区）が訪
れ、広報誌の編集や配布を体験。重い一眼レフカメ
ラや文章作成に戸惑いながらも、同級生の働く
様子を取材しました。神山さんは「仕事の
ことがいろいろ知れてよかった」と

話していました。

10月30日から2日間、邑楽

「はたらく」を学んだ２日間

10月31日、館林市内のスポーツ店で邑楽中学校の２年生３人
が職場体験学習を行いました。テニスラケットなどを磨く作業
をしていた夏目陸

りく

さん(明野・34区）は「大変だったけど好きな
スポーツの仕事ができてよかった」と話していました。

好きだから、心を込めて
邑楽中学校「職場体験学習」

神山優里です。
学校では演劇部に所属していま
す。私の職場体験レポートをご
覧ください。

↑パソコンを使った編集も体験しまし
た。印刷と製本以外の編集は、全てここ
で行っているそうです

↑広報担当のお兄さんから、広報誌
に使える漢字と使えない漢字がある
ことを教わりました

↑広報担当の係長に原稿のチェックを
してもらいました。作文って難しいで
す……。でも、とても勉強になりました

↑社会人として働くときに
求められるマナー。名刺の扱
い方には緊張しました

↑たくさん取材をしました。最初は何
を聞けばいいのか分からなかったけ
ど、繰り返すうちに楽しくなりました

私が撮影した

 ベストショット

下の記事と写真は私が
担当しました。
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食べて、見て、楽しいお祭り

11月8・9日、邑楽町公民館周辺で町民文化祭が開催されまし
た。各種サークルの舞台発表や絵画・陶芸などの作品展示、お茶
席、模擬店などが行われました。ホールでの舞台発表には多く
の観客が来場。会場全体が芸術の秋に包まれていました。

芸術の秋に触れた文化の祭典
2014 邑楽町民文化祭

11月1日、十三軒地内で発掘調査を行った昭和遺跡の現地説明
会が行われました。そこでは9000年前の縄文土器などが見つ
かっています。雨が降る中の説明会には222人が参加。来場者は
古墳時代の住居跡や出土した土器を熱心に見学していました。

身近に感じた昔のくらし
昭和遺跡現地説明会

11月12日、役場3階大会議室で避難所運営ゲーム（通称：
H
ハ グ

UG）が実施されました。HUGは災害時の避難所運営を模擬体
験するものです。町職員が各班に分かれて図上で避難者配置や
避難所で起こるトラブルの対処方法を必死に考えていました。

もしものときのために備える
避難所運営ゲーム

11月2日、役場周辺で産業祭が行われました。毎年各種無料配布や模
擬店、スタンプラリー、抽選会などイベント盛りだくさんの産業祭。今
年は約2万人の来場者が訪れました。無料配布の会場では長蛇の列が
でき、たくさんの笑顔があふれていました。また、保健センターで同時
開催された邑多福まつりでは筋力トレーニング教室や骨密度レベル
チェック、健康相談、野外ステージなどに多くの来場者が集まりました。

第 21回産業祭・邑多福まつり 2014

11月22日は「いいふうふ」と読めることから「夫婦の日」といわれてい
ます。この日、役場に婚姻届を提出した米田裕弥さん（光善寺・15区）と
ほのかさん（佐野市）は「提出するならこの日だと決めて来ました。笑顔
の絶えない家庭を作りたいです」と喜びいっぱいに話してくれました。

邑楽町で新しい生活を始めます
11月 22 日は「夫婦の日」


